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総務建設委員会の所管事務

総務部 企画政策部 産業経済部 建設部
会計課 監査委員の所管に関する事項 その他

所管事務の調査結果は、政策提言書としてまとめる。

調査研究期間は、1年ないし2年が原則

昨年９月に引き続き 本年度も９月提出
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令和４年９月定例会最終日に市長へ提言書提出

提言内容

①食文化の継承と創造について

②女性が起業しやすい環境づくりについて

③海岸等を活用した通年型の観光戦略について

④増加する市内空き店舗の活用について

⑤中小企業向け工業団地の造成について

⑥スマート農業への取り組みについて

⑦ふるさと納税を活用した地域活性化について

⑧「意次くん」を活用したＰＲ戦略について

上記８項目について、市長へ提出

＊取り組みへの考え方を主体にした提言
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総務建設委員会所管事務調査

引き続き

「持続可能なまちづくり」
これからも牧之原市に住み続けたいと思える
持続可能なまちづくりの実現に向けた提言

調査研究課題の具体的な絞り込み・・・より具体的な施策の提案を目指す

・沿岸部の活性化について

・空き店舗（空き家）の活用と商店街の活性化について

・有機農業（オーガニック）の推進について
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相良高校生との意見交換会

令和５年６月７日

「探究学習」の授業に出向き

・牧之原市の課題について

・総務建設委員会の活動について 報告

高校生が「探究のテーマ」を見つけるヒントとなり

解決に向けた方策・手段等が、

議会の提言のヒントにもつながれば
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相良高校生からたくさんの感想
• 牧之原市を発展させるには様々な課題があることが分かりました。

これからの「探究活動」で、少しでも改善できるよう取り組みます。

• 市議会議員のお話を聞けて良かったです。今回の話を元に「探究」を
進めていこうと思いました。

• 牧之原市に人を呼び込むためには、より多くの人に牧之原市の魅力で
ある海やお茶を広げていく必要があると思った。

• 牧之原市を活性化するために自分たちが出来ることをしたいと思った。

• 自分が知らない牧之原市の課題が多数あったことに驚きました。

解決のために、市の人たちが努力していることが伝わって良かったで

す。 等々１００件余の感想をいただきましたが、

高校生の前向きな姿勢がとても感じられました。
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空き店舗（空き家）の活用と商店街の活性化について

有機農業の推進について

沿岸部の活性化について

その他（女性の起業・牧之原茶の販売促進等）

高校生との活発な意見交換
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4つのテーブルで、テーマに沿った多くの意見をいただきました。 9



総務建設委員会行政視察 7月19日～21日 島根県・鳥取県方面

19日 島根県江津市

「有機農業の推進について」

20日 島根県出雲市

「地域活性化・商店街の

活性化等について」
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21日 鳥取県西伯郡日吉津村

「沿岸部の活性化等について」

さいはくぐん ひえづそん
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９月定例会 最終日 市長に提言書提出
「持続可能なまちづくりについて」
1．沿岸部の活性化について

＊環境整備（音楽フェスタ等の開催、牧之原市版フィッシャーマンズワーフのオープン）

＊調査･検討（「釣り」をテーマ（海の釣り堀等）とした一体的なエリアの活用、オートキャンプ場の整備）

＊プランニングクリエーターとの公民連携のプロジェクトチームの立ち上げ

＊津波対策としての防潮堤が沿岸部活性化の支障とならないように配慮

2．空き店舗（空き家）の活用と商店街の活性化について

＊若者が賑わう拠点づくり（高校生による趣味を活かしたアクセサリーショップ・高校生が集うカフェなど）

＊観光誘客が期待できる特色あるまちづくり（田沼時代をイメージした街並み整備など）

3．有機農業の推進について

＊市の具体的方針（基本姿勢・今後の取組など）を示すこと。

＊有機農業推進のための協議会を行政主導で立ち上げること。

＊学校給食での有機作物の割合を徐々に増やすよう計画的に進めること。
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ご清聴ありがとうございました。

魅力ある牧之原市のまちづくりのために

今後も委員会委員一同

一生懸命取り組んでまいります。
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